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[論文の要旨・価値] Cetuximab(Cmab)は大腸癌化学療法の Key drug であり、塩酸イリノテカン

(CPT-11)＋Cmab は標準治療の一つである。Cmab の全治療期間中に Grade2 以上の皮疹が認めらた症例

は治療効果良好で、臨床的なバイオマーカーになるといわれているが、効果予測のための適切な皮疹

の評価時期は明らかでない。そこで Cmab による皮疹と治療効果の関係を明らかにしようとしたのが本

研究である。2008 年９月から 2009 年 12 月までに大腸癌に対し化学療法を施行した症例のうち KRAS

exon2(codon2,3)野生型で Cmab+CPT-11 療法（Cmab は初回４００mg/m２、以降２５０mg/m２、毎週投与、

CPT-11 は 150mg/m2で隔週投与）を行った３３例を対象とした。全治療期間および２、４、６、８週ま

でに Grade2 以上の皮疹が出現した群と出現しなかった群で無増悪生存期間および全生存期間をもとに

皮疹と化学療法奏効の有無について検討した。その結果、全治療期間における皮疹重症度と治療効果

の関連性は再現されたが、皮疹の発現時期と治療効果について関連性は認めらなかった。また、治療

後８週時点で Grade2 の皮疹がない症例は良好な治療効果が期待できないことが結論された。以上より

本論文は大腸癌化学療法における非常に有益で、学位授与に価する内容であるといえる。 

[審査概要]  学位審査は教育棟５階セミナー室において主査、副査の他、指導教授、数名の医局員陪

席のもと行われた。まず、申請者による約 20 分程のプレゼンテーションが行われた。プレゼンテーシ

ョンは理解し易いもので、簡潔にまとめられていた。その後本研究の方法、結果とその解析さらには

今後の展望に関する質問に対し、いずれの質問に対しても礼儀正しく、真摯な態度で概ね良好に返答

していた。 

最終試験結果の要旨 

[研究能力・専門的学識・外国語（英語）試験等の評価] 

 学位審査を通して、申請者は専門領域の知識、背景および関連領域の知識、ならびに本研究を実施

するうえでの研究上の十分な知識を有すると判断した。 

 英語の読解力については引用論文一部を指定し、その場での abstract の英読、和訳を命じ、その結

果十分な英語読解力があると判断した。 
 


